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原 著

肺 結 核 の 気 象 学 的 研 究

第5報 気象が肺結核患者のいわゆる シューブに及ぼす影響

国立岐阜療養所 所 長 大 野 道 夫

"内 科 嶋 田 一 弘

""窪 田 鋭 郎

〃 観測員 野 田 素 介

(昭和27年9月5日 受付)

1緒 言

われおれ は前報 において,肺 結核 の各種 自覚症状及び

肺出血が各種の気 象因子並び に不連続線通過 と或種 の関

係があると報告 したが,今 回は前報 に引 きつづいて,肺

結核の進展増悪を示 すシ 藷一ブと の 関 係 について報告

する。

肺結核が シ ユ{ブ によつて増悪 して行 くことは周知の

事実であるが,シ ユーブの概念 については種 々の論議が

あり,特 に臨床上 にこれ を発見することは函難 とされて

いる。すなわち貝田氏鋤は シ ユーブとは肺結核症が進展

して行 く仕方であつて,単 に臨床的概念に過 ぎない と述

べ,血 行性若 しくは気管枝性 の転移は勿論包嚢 され静止

した乾酪化巣の洞化やいわゆる病 巣周囲炎 もシ ユーブと

考えられ るとし,島 村氏鋤 も病巣周囲炎,気 管枝性或 い

は血行性撒布及 び包嚢 され静止 した病 巣の再燃を シ ユー

ブと考え,そ れを起す条件 として多量の菌 の転移,第 二

に個体のAIIergie状 態を挙げ,岩 崎氏鋤 は専 ら管 内性

転移をシュープ と考 え,Redeker氏:K)は 病 理 解 剖 学的

に,気 管枝性並 びに血行性 の転移或いは外来感染に よる

新 しい病巣の形成が第一 であ り,第 二 には古い病巣 の増

悪であるとし,且 つ両者 に共通な ことは,病 巣 周 囲 炎

性過程の現われであ るとし,特 に病巣周囲炎 を軍視 し,

その誘因 と してはRankeの2期 ア レルギ ・一一或いは過敏

アレルギーに軍 きを置き,そ の他の誘 因 と し て,内 因

性 ・外因性の結核菌に よる ツベ ルクリン感作 タ叉過慶の

ツベルク リン投 ㌻,過 度 の治療的刺餓或いは肉体的 の過

労 。無節制 ・日光浴,さ らに生理的変化 ・気候的の影響

等 を挙げている○又隈 部氏粉 も乾酪巣が新 しく崩壊す る

に当つて シ晶 一ブが起 り易 く且つ乾 酪巣 の崩壊に際 して

は極めて多数 の若い結 核菌が増殖す る所 見をシ藷 一ブと

関係 して述 べ管内性の転移を距視 している。而 して シュ

ーブの症状 として,貝 田氏:熔)は細葉性転移は しは しば繰

り返 えして も自覚 しないことが多 く,若 しこの際症状 を

訴 えれば,そ れは一過性 の感冒感 ・微熱 ・身体違和 ・食

欲不振 ・盗汗等のいわゆる中毒症 状 であつて,そ れは数

日乃至数週で消襯す る春 しか し小葉性の転移を もつて起

る場合には,突 然感冒様 の急性症状 を もつて 始 ま つ た

り,38◎C前 後 の階段状 に上昇 して下降す る波状 の熱が

1～2週 持続 した り,突 然喀薫1を起 した り,或 いは全 く

原因な しの38。C前 後 の熱 が1～2日 周期的 に出没 した

りす ること もあ ると し,こ の 際血沈は必ず しも促進せ

ず,聴 診 ・打診では異 常は認め られない。又大葉性 の松

移の場合 には稽留 する高熱,時 に弛張 し叉は不規則 な高

熱を示 し,軟 化 が起 らなければ喀屡 ・咳鰍 を欠 くことは

珍 ら しくな く,又 結核菌は多量のこと もあ り,陰 性 のこ

ともあると述べ,岩 崎氏糊は感冒様 の症状を呈 すること

があ り,或 いは全 く無 自覚になん らの病感を伴 わず に起

るとし,シ ュ ーズとシュ ーブとの聞隔は数年を要す る も

のから,数 週 を待 たず に起 るものまで,い ろいろの致階

があると し,島 村氏2)は 発熱 ・.血沈 の促進 ・喀痩量 。喀

i屡中結核菌の増加 ・羅音の増加 ・感冒様症状等 を挙げて

い るが,確 実な症状 はない と し,こ れ ら各氏 は ともにシ

ュ{プ の発見には,定 期的な レ線診断が必要であ ると述

べてい るΦ

本研究 においてわれわれは便宜上突発的の発熱 を メル

キ》一ルと して,そ れ に各種臨床症状,血 沈及び定期的

に撮影 した レ線写真 によつて シュ ーブと考え られる もの

を選 び,そ の最初 の発熱の 日をいわゆ るシュ ーブ発生 の

日とした○

棚究対照及び研究方法は第4報 と同様 であ るが,た だ

研究 対照 において,``いわゆ るシュ ーブ'の発生 と月経 と

の闘 に統計的に有意 な差がある鋤 故(別 に発表予定)女

子患者は これを除外 し,男 子患著 月平均300名 であ るrs

2月 及び季節 との関係
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月別 及 び 季 節 別 の いお ゆ る シュ ー ブ発 生 率 は 第1表 の

よ うで・3月 は32例10・13%,次 は7月 で28例9.93

%で あ り,以 下5月,12月,9月,8月,U月,6月,

4月,10月,1月,2月 の 順 であ り,こ れ を季 節別 に

み る と,春 の22・380c,夏 の21.79%,秋 の17.08%及

び 冬 の14・64%の 順 となつ て お り,同 期 間 の 各気 象因

子 の 月平 均(第1報 参 照)と 比 較 す る に,剣 王 ・気 温及

び湿 度 とは 何 等 の 関係 も認 め られ な いが,日 照 時 闘 との

闘 は大 体 一 致 した傾 向が 認 め られ る○

第1表

翌 日のそれはY=-0.04で あり,又 下降度 と当 日と翌

日のそれはY=-O.111で あ る◎す なわちいわゆ るシx

一ブの発生 と気 温 との問 においては,そ の 日平均 につい

て も,そ の変動につ いて もと もに統計的に有意 な相関 々

係を認めない◎

第3表
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3気 圧 との 関係

気 圧 といわ ゆ る シ ュ"…一ブ発生 と の関 係 は 第2表 の よ う

で あ つ て,日 平 均 気圧 に つ い て は,当 日の 発 生率 との間

の相 関係 数 はY=+0・034で あ り,前 日のそ れ はY・ ・+

0.084で あ り,叉 当 日と翌 日の そ れ はY=+O・039で あ

り,気 圧 の変 動 につ い て は,臼 較 差 と当 日 と翌 日の発 生

率 との 閥 の相 関 係 数 は¥=-O・039.で あ り,土 昇 度 と当

日 と翌 日の それ はY=-O・C48で あ り,叉 下 降度 と当 日

と翌 日の それ はY=-O・032で あ る。 す な わ ち い わ ゆ る

シュ ープ の発 生 と気 圧 との 聞 に お いて は 日平均 につ いて

も 叉 そ の変 動 につ い て も,と もに統 計 的 に 有 意 な相 関

鮮 係 を認 め ない 。

第2表

5湿 度 との 関 係

湿 度 とい わ ゆ る シュ ーブ発 生 との 関係 は第4表 の よう

で あつ て,日 平 均 湿度 につ い て は,当 臼の発 生 率 との間

の相 関 係 数 はY翼 一〇・079で あ り,前Hの それ はY=-

O・018で あ り,叉 当 日と翌 日の そ れ はy・ ・-O、035で あ

り,変 動 につ い て は,日 較 差 と当 日 と翌 日の発 生率 との

間 の相 関 係 数 はY=-O.001で 多ノり,土 昇 度 と当 日と翌

日の それ はY=-0。114で あ り,叉 下 降 度 と当 日と翌H

の それ はYニ ー0,099で あ る。 す な わ ち いわ ゆ る シx一

ブ の発 生 率 と湿 度 と の闘 にお い て は,そ の 日平均 につい

て も,叉 そ の 変動 につ いて もと もに 統 計的 に有 意 な相関

関係 を認 めな い ○

類 、 係 数
　

第4表
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4気 温 との関係

気温 といわゆるシュ ーブ発生 との関係は第3表 の よう

であつ て,日 平均気温について は,当 日の発生率 との間

の相 開係数 はY=+0.043で あ り,前 日のそれ はY=+

0・05で あ り,文当Hと 翌 日のそれはY=+0.055で あ り,

気 温の変動 については,宮 較差 と当 日と翌 日の発 生率と

の周 の相関係数はY=-O.017で あ り,王 昇度 と当Hと

2

6日 照時間との関係

日照時開 といわゆ るシュ ・・…ブ発生 との関係 は第5表 の

よ うであつて,周 照時閥 と当 円の発生率 との闘 の相関係

数はY=+0.147で あ り,前Hの それはY=+0・0007で

あ り,当 日と翌 日のそれはY=+0.248で あつて,い わ

ゆ るシュ ーブの発生 と日照時聞 との間 には統 計的に有意

な順相関を認 め,そ の影響は時間的 に当 日及び翌 日に症

状 と して現 われ る○
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第5表

種 剰 係 判 検 定
日照時間 と当日の発生率 十 〇.147 F◎>F
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〃
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〃
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一

7不 連続線 との関係

不遵続線通過 といわゆるシュ ーブ発生 との関係は第1

図のようであつて,こ れ を 前報同様 に通過 前 ・通 過当

日・通過後並 びに温暖前線 ・寒 冷前線 に区別 して検討す

るに,不 連続線樋 過前は24区 翻 の中(+)は8区 劃,

(一)は16区 調であつて,危 険率 は7・6%で 推計学的

に有意な影響 を受 けず,こ れ を温暖前線 と寒冷前線 に区

別す るに,前 者の場令 は7区 劃 の中(+)は3区 劃,

(一)は4区 謝であつ て,危 険率 は22・7%で 推計学的

に有意な影響 を受 けず,後 者の場合 は17区 劃 の中(+)

は5区 劃,(一)は12区 劃であつて,危 険率 は7・2%

で推計学的 に有意な影響 を受けないe
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不連続線通過当 日は40区 劃の中(+)は25区 劃,

(一)は15区 劃 であつて危険率は7・7%で 推計学的 に

有意な影響 を受けないかの ようであ るが,こ れ を温暖前

線と寒冷前線 とに区別す るに,前 者の場 合は20区 劃の

中(+)は9区 調,(一)はU区 調であつて危険率は

4L2%で 影響を受けず,後 者の場合は20区 闘 の中(+)

は16区 劃,(一)は4区 劃 であつて危験率 はO・6%で

推計学的に有意に増加す る今

不連続線通過後 は30区 翻 の中(+)は7区 劃,(一)

は23区 劃であつて危険率 はO・2%で 推 計学的 に有意に

減少する。 これを温暖前線 と寒冷前線 とに区別する も,

前者の場合は18区 翻の申(+)は5区 翻,(→ は13

区劃であつて危険率 は4.8%で あつて推計学的 に有意

に減少 し,叉 後者の場合 も12区 劃 の中(+)は2区 劃,

(一)は10区 圃であつ て危険率はL9%で 推計学的 に

有意 に減少す る◎

すなわち不連続線通過に際 して,い わゆ るシューブの

発生は通 過前には温暖前線 ・寒冷前線の別な く影響 を受

けないが,通 過当 日には温 暖前線の場合 には推計学的に

有意な影響 を受けないが,寒 冷前線の場 合には有意 に増

加す るっ しか し通過後には温暖前線 ・寒 冷前線 の別な く

推計学的に有意 に減少す る6

.考 察

いわゆ るシューブの発生 と統計的 に有意な相関 々係 を

示す気象因 子は日照時聞のみで,他 の気象因子 は有意な

相関 々係を示 していないぐ肺結核が春 季にお いて増悪す

ることは古 く諸氏の認め るところであるが,本 研究にお

いて も,春 季 にいわゆ るシューブの発生が最 も多 く,こ

れ を裏書き してお り,叉 第1報 に報告せ る気 敦の月平均

によつて明瞭 であるよ うに,3月 より日照時間が急激 に

増加 していて,春 季にいわゆるシュ ーブの多発す るのは

日照時聞に関係が あるもの と考 えられ る◎

次 に不連続線通過に よる矢 象の変化 と相関係数の算 出

による日照時悶 との順相闘,及 び空問潔法 による成績 と

を比較 検討す るに,こ の間 に一種の矛盾 を見出すが,こ

れは前報において報告 したと同様,相 関係数算出に よる

威績 は一般気 象の影響を示す ものであ り,空 間N法 に よ

る成績 は不連続線通 過 とい う特殊気象の影響 を示す もの

と考えられ,こ れは矛癒 とい うよりも寧 ろ不連続線通過

に際 しては,一 般酌 気象状態 におけ ると異つた或種の作

用を生体 に及ぼす要囚 の存在 を意味 している ものと考え

られる。 しか しその要因が気象的の因子 であるか,或 い

はその他 の要因であるか は現在不明であ るが,今 後なお

研究 を続 けて行 く考 えであ る○

なお 日照時聞 といわゆるシューブの発生 との順相関が

純粋に 日照時間 との関係 であるか,日 照 時聞 と密接 な関

係の ある紫外線 との閥係 であるか については現在紫外線

量を測定 して研究中であ る故,近 く究 明で きると思 う◎

いわゆるシューブが緒 言に述べ たよ うに,臨 床上把握

しやすいよ うに便宜上突発の発熱 をメルキュ ールと しレ

繊写真 及び臨床上の種 々ω所 見 に よ つ て発見 した もの。

で,肺 結 捜の全 ての シュ ーブを意 昧 す る ものではない

が,シ ュ ーブの一部,恐 らくは シューブの大半は これ に

よつて表 わ されてい ると考 えられ,又 病理学的 に シュ ー

ブを起 した時期 と臨床的 に発熱 の時期 とが必 ず しも…致

す る ものではない と して も,本 研究 によつて少な くと も

肺結核の シュ ーブ と気象 との間 に何等かの開係が存在 し

且つその気象因子 は日照時聞及び不連読線通過でま,ろう

と推察す ることはできると考え られるφ

小 括

われわれは肺結核 のシュ ープと気 敦との関係を研究 す

るため,便 宜上いわ ゆ るシュ ーブの発生 と気 象の関係 を

研究 し,次 の成績 を得 た礁

1)い わゆ るシュ ーブの発生 と日照時闘 との間には統

一一3一
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計的 に有意な願相関 を認め る.

2)そ の他の気 象因子すなわち 日平均気温 ・日平均気

圧 ・日平均湿度 及びそれ らの 日較差 。前 日との差 との問

には有意 な相関 々係 を認めない。

3)不 連続線通過 に際 して,い わゆ るシュ ーブの発生

は不連続線通過前は温暖前線 ・寒冷前線の別 な く影響を

受 けないが,通 過当 日は温暖 前線 の場合には影響 を受 け

ないが,寒 冷前線の場 合には有意 に増加 し,通 過後 には

温暖前線 ・寒冷前線の別 な く有意 に減少する◎

4){`い わ ゆるシュpaプ'と 縄シx一 プ,,とが,全 く

一致す るものではな く,又 シュ ーブを起 した時期 と発熱

の時期 とが,全 く一致す るものではないと して も,本 研

究 によ り,肺 結 核のシューブと気象 との関係 を窺い知る

ことが できると考 えられ る◎

(本論文の要旨は第2回 日本結核病学会東海地方学会K

おいて発表 した。)

交

最後 に一 括ず るφ

献

鞠
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